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要旨 

グローバリゼーションの進展の中で，欧米に先手を取られたアジアのホテル産業にとっ

ては，国際競争優位を獲得して生き残り，さらに持続的な発展を実現するために，競争優

位の源泉としての人材の重要性がますます注目されるようになってきた。しかし，これら

の人材の育成にもっとも重要な役割を果たしている高等教育機関には，教育方法について，

いまだ明確で統一された認識がないように思える。 

そこで本稿は，ホテル産業の国際競争優位をもたらすためには，今まで多く議論されて

きた企業戦略・管理の面において優位性を形成するだけではなく，「グローバル・ツーリズ

ム教育」としてのグローバル産業のための人材教育が必要であることを主張する。さらに，

香港理工大学 SHTMのグローバル教育を事例として考察した。その結果，「グローバル・ツ

ーリズム教育」が単にカリキュラムのグローバル・スタンダード化を意味するではなく，

既存の教育制度や産業の発展または地域の特性に適合する動態的なシステムでなければな

らないことを示した。 

 

Abstract 

This paper is written on the background of the rapid development of global tourism. 

In order to improve human resources of tourism industry, higher tourism education 

has to change to meet “global age”. 

The purpose of this paper is to explain the method of "global system”, in particular, for 

universities in Asian. At the same time, this paper discusses the approaches for 

"global” tourism education, especially in the  School of Hotel and Tourism 

management（SHTM）of Hong Kong Polytechnic University . 
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Consequently, this paper concludes that “global” education in Asian should not 

imitate North American style education system, rather it should appropriate for a 

region characteristic, and industrial demand in the global network. 
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１．はじめに 

 グローバリゼーションが，社会，経済，政治，環境などのあらゆる領域において進行し

ている。グローバリゼーションの進展に伴って，世界のネットワークはより緊密になり，

技術や産業構造がグローバルに変化している。ツーリズムもその例外ではなく，ツーリズ

ムは従来のドメスティックな性質を変え，もはや「ツーリズム産業はグローバル産業であ

る」（Go,1998：453）とさえ言われるようになった。複合産業であるツーリズム産業の重

要なセクターとしてのホテル産業または企業は，こうした環境変化のもとで，国やコミュ

ニティの境界を越えたグローバルな規模でのオペレーションを図っており，厳しいグロー

バル競争に巻き込まれている。 

 グローバル競争のなかで，国際競争優位を獲得して生き残り，さらに持続的な発展を実

現するためにどのようにすべきか。これは企業レベルのみならず，ツーリズムによる産業

振興を目的として，国・地域の産業レベルでも考えられるようになっている。世界のホテ

ル市場は欧米系のホテルに大きく占められており，アジアのホテル産業は国際競争では劣

位にあるが，世界観光市場におけるアジア太平洋地域の重要性は高まっており，アジアの

ホテル産業は競争も更に激化するが，同時に大きな機会が与えられることにもなるだろう。

このような中で，欧米に先手を取られたアジアのホテル産業にとっては，競争優位を獲得

するためにはその源泉を明らかにする必要がある。 

 アジアのホテル産業が直面しているもっとも深刻な問題は人材（Human Resource）の
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不足であると学界と業界の両方から指摘されるようになっている。このような背景のもと

で，ホテルまたはツーリズム産業のための人材育成を目的としたツーリズム教育が，90年

からアジアの高等教育機関においても盛んになってきた。しかし，これらの高等教育機関

には，アジアのホテルまたはツーリズム産業を，グローバル競争のなかで有利な位置に導

くことができる教育方法について，いまだ明確で統一された認識がないように思える。そ

こで本稿では，Go（1998）の「グローバル産業のためのグローバル教育」という概念に基

づきながら，ホテル産業の国際競争優位の源泉としてのツーリズム教育の方法を考察した

い。そして，アジアの高等観光教育のトップに位置している香港理工大学 SHTM のツー

リズム教育を事例として取り上げ，「グローバル・ツーリズム教育」の実態に迫り，これか

ら「グローバル・ツーリズム教育」の展望を開く。 

 

２．ホテル産業の競争優位とツーリズム教育 

グローバリゼーションと産業構造のグローバルな転換の中で，ツーリズム関連サービス

は利便性のみを提供する従来のサービスではなくなり，知識ベースのサービスに変化して

いる。ツーリズム産業も労働集約型産業でなくなり，知識集約型産業となりつつある

（Go,1998）。それによって人材育成の重要性がよりいっそう高まっている。 

 ホテル企業においても，グローバリゼーションの進展の中で，国際競争力を獲得するた

めに戦略またはマネジメントの面でさまざまな工夫が必要となっている。規制緩和，情報

技術の隆盛と普及，コスト削減の困難，施設などのハード商品の模倣可能性などにより，

企業の技術的あるいは財務的な強みは失われつつある。結果として，今日の国際ホテル企

業の生き残りは，顧客に高品質のサービスを提供するために，優れた能力を有し，徹底的

に訓練されたスタッフを育成することにかかっている（Go,1995）。ツーリズム産業の知識

集約産業化とあいまって，ますます人的資源が企業の競争優位の源泉となりつつある。ホ

テル産業はこれまで職場を中心にした最低限の技能訓練しか行ってこなかったが，今後は

それを超えたプロフェッショナルな人材の育成が国際競争力の獲得や持続的な発展にとっ

て鍵となるだろう。そうした人材はグローバルな視野，科学的かつ専門的な知識・スキル，

ゼネラルマネジメント能力を有するものでなければならない。 

しかし，従来の職場訓練や職業教育だけでは，ホテル産業がこのような人材を育成するこ

とは困難である。したがって，学校教育課程で実施されるツーリズム教育が，このような

人材を育成する主な手段となる。こうした「ツーリズム教育は，ツーリズムの持続可能な
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発展を支えるための教育であり，すべてのツーリズム関係者のそれぞれの立場に応じたツ

ーリズムの本質に関わる知識や技能の教育である。その目的はツーリズムの現実や本質的

特徴に関する理論的知識と，ツーリズムの開発や運営に関する実践的知識・技能を教育す

ることにある」（香川,2007）。特に，マネージャーの育成やキャリアパス，観光学専門家の

養成などを目的とした高等ツーリズム教育（大学や大学院で行われる高度なレベルのツー

リズム教育）はこうした人材の供給に大きく貢献している。 

 

３．グローバル・ツーリズム教育について 

 ツーリズム教育，特に高等ツーリズム教育は，ホテルまたはツーリズム産業の国際競争

優位の獲得に必要となる人材を育成するのに必要不可欠である。しかし，いかなるシステ

ムのもとでのツーリズム教育であるのかによってその有効性は左右される。          

Go(1998:451-452)によれば，グローバル産業であるツーリズム産業のための人材育成は

「グローバル教育」でなければならない。「グローバル教育」，とりわけマネジメントの観

点から見た「グローバル教育」は，個人の知的発展―たとえば，リテラシー，外国語，コ

ンピューター技術，異文化などとしての教育―と，一定水準のスキルを提供するための訓

練という二つの領域が結合したものである。ツーリズムにおける「グローバル教育」は，

グローバルな競争と，労働集約型から知識集約型産業へというグローバルな産業構造の転

換によって「グローバル産業」となったツーリズムのためのものである。 

 そして，こうしたツーリズムにおけるグローバル教育システムはどのようなものである

べきなのか。グローバリゼーションはすべてを画一化するものではなく，それによって逆

に文化などの多様性もより強調されるようになっている。したがって，ツーリズム教育は，

すべてが標準化されるよりも，既存の教育制度やシステム，地域の特性に配慮した個性の

ある教育であることが望ましい。Go(1998:465,473)によれば，グローバル教育における標

準化と個性化（individualization）の常に矛盾した過程が，教育機関が自らの位置づけを

明らかにし，グローバル教育システムにおいて指導的役割を果たす機会を与えるのであっ

て，教育とトレーニングにおけるクオリティを確保するためのカリキュラムの標準化と国

や地域文化の個性化を守ることが同時に目指されなければならない。 

以上のような考えに基づきながら，ツーリズムにおけるグローバル教育をより具体化す

るために，Goは次のような 10のグローバリゼーション・コンセプト(10 Is)を提示してい

る。 
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①相互依存性（Interdependence）：すなわち，ツーリズム分野における各セクター間の相

互依存性を理解し，幅広い視点で思考する能力を高めるプログラムの設計。 

②統合（Integration）：観光学はビジネスにかかわるだけではなく，さまざまな専門分野

に跨る学問である。したがって，ツーリズム教育は旅行，レジャー，レクリエーション，

ホテル，ケータリングなどのさまざまなコースを統合しなければならない。 

③緊密なパートナーシップ(Intimate partnership)：グローバル企業と緊密なパートナーシ

ップを持つことを通して，プロフェッショナルな人材育成のために必要となる実務経験

が提供できるプログラムの設計。 

④イノベーション(Innovation)：革新的なアイディアや創造的な思考を引き起こすプログ

ラムの設計。たとえば，新しい課題の研究を促進する新たなプログラムやコースの開設，

ツーリズム関連企業の助言の受け入れることなど。 

⑤情報技術(Information technology)：情報技術はツーリズム関連企業の競争優位を左右し

ている。そのようなデジタル社会で，学生のキャリア学習を考慮したプログラムの設計。 

⑥浸透(Immersion)：文化的感受性や問題解決能力，労働力の世界市場に対する理解，諸

国の人々と構築される関係を改善する能力など，企業の要求に応えることができるプロ

グラムの編成。 

⑦関与(Involvement)：これからのツーリズムは社会がどれほど次世代に対する教育やトレ

ーニングをしたかによって決まる。したがって，グローバル教育は教育者が国レベルと

講義レベルでツーリズム教育に関与し，促進するように設計すべきである。 

⑧イデオロギー（Ideology）：グローバル企業は多文化市場で展開している。したがって，

これからこのような企業で働く学生に対する教育は，自民族中心主義的なイデオロギー

に基づくプログラムやコースではなく，多文化的なコミュニケーション科目が重要であ

る。 

⑨国境をこえた相互関係 (Interaction across borders)：ツーリズム発展またはマネジメン

トスキル，グローバル教育またはグローバル産業をよりよく理解し，幅広い知識を得る

ため，学生レベルにおいても，アカデミーレベルにおいても，教育機関レベルにおいて

もフォーマルな国際交流プログラムが必要である。 

⑩国際ネットワーク(International networking)：すなわち，グローバル・ツーリズム・リ

サーチ・ネットワークの設立。国際ネットワークを，研究者のデータ収集能力の向上，

比較研究のベースづくり，コストの削減などに役立てる。 
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 この 10Isから，ツーリズム教育はツーリズム産業の複合産業としての特質，観光学の学

際的学問性を反映し，国際交流，イノベーション，情報技術・異文化の理解，産学官連携

などを重視するものでなければならないことがわかる。したがって，ツーリズムにおける

「グローバル教育」（グローバル・ツーリズム教育）は，教育実践的な観点から，以上のよ

うな性格をもつ，グローバル産業であるツーリズム産業のための体系的な教育システムで

あると位置づけなおすことができる。 

「グローバル・ツーリズム教育」は，ホテル産業においても競争優位の源泉となる。ホ

テル産業は，複合産業であるツーリズム産業の一つの重要なセクターであり，他のセクタ

ー，例えば旅行業，航空業，交通運送業，レジャーなどから独立して成長することはでき

ない。すなわち，ホテル産業はこうした相互に依存する諸セクターの中に位置している。

したがって，ホテル産業のための人材教育は，ホテルのみに焦点を当ててそのオペレーシ

ョンの技能や知識を伝授するのではなく，ホテルセクターを中心とした各セクター間の相

互作用を幅広い視点から教育する必要がある。 

 また，ホテル企業，特にグローバル・ホテルチェーンは国境を越えた展開を図っている。

アメリカ系ホテルに見られるようなグローバル・スタンダード化したオペレーションやマ

ネジメントの運営方法もあるが，国内外の競争に勝ち抜くためには，やはり現地のニーズ

に適応し，あるいはそれを創造するような地域の特徴を活かした戦略の策定・マネジメン

トの実行が必要となる。また，国際ホテル企業の経営の現地化も進んでおり，そのため異

文化，現地の習慣・伝統に精通し，コミュニケーション能力のある人材の需要が増大しつ

つある。さらに，国際ツーリズムの急速な成長に伴って，国内のみで展開しているホテル

にとっても，より多様な文化を有する宿泊客の割合が年々増加している。そのため，質的

サービス・商品を提供するためには，従業員には外国語能力のみならず，国際ツーリズム

客の異文化的文脈に対する理解も必要となる。したがって，国際交流や異文化理解，コミ

ュニケーション能力の養成，さらには産業のニーズを知るための産学官連携を重視したカ

リキュラムを構築しなければならない。 

さらに，技術の進歩や産業構造の再構築などによって，ホテル産業も従来の労働集約型

産業ではなく，知識集約型産業となりつつある。技術変化はホテル企業の競争基盤や方法

を変えている。たとえば，プロパティ・マネジメント・システムなどのオペレーションに

必要な企業内のシステム，クレジットカード・システムや中央予約システムとつながるた

めのシステム，「データベース・マーケティング」，GDSやインターネットによって高度な
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連結されたネットワークが登場している（Moore,2002）。これらの情報技術の応用能力は

ホテル産業の国際競争力を左右する。また，顧客満足度を高めることにより国際競争優位

を獲得しようとする多くのホテル企業が，エンパワーメント（ある程度の意思決定の自由

を従業員に与えること）を推進している。そのためには，個人の，それぞれの業務の遂

行能力と意義に対する理解や認識を高めるだけでなく，意思決定をより自由に行うた

めにも，企業レベルでの理念・価値観を共有できる個人を育成し，その知識や能力を

向上しなければならない。 

 ここまで，ホテル産業の国際競争優位の源泉としての「グローバル・ツーリズム教育」

の必要性について述べてきた。しかし，現在のアジアのツーリズム教育は，実際にはどの

ようなもので，グローバル・ツーリズム教育という観点から見て，どのように評価できる

のか。以下では，アジアの高等ツーリズム教育のトップに位置する香港理工大学 SHTMの

事例を通してその実態を見る。さらに，「グローバル・ツーリズム教育」という観点から，

その教育システムの問題点を明らかにする。 

 

４．香港理工大学 SHTMのツーリズム教育 

4.1.SHTM(ホテル・アンド・ツーリズム・マネジメント・スクール)の概要 

 SHTMは香港理工大学のひとつの学部でありながら，高度な自治権を有するユニットで

ある。 

1979年に，SHTMは Department of Institutional Management and Catering Studies 

(IMCS)として，香港理工学院（当時）によって設立された。その設立の背景には，1970

年代の，香港を訪問するツーリズム客の増加による，ツーリズム産業とりわけホテル産業

の急速な成長，そして，それによる，よく訓練されたプロフェッショナルなスタッフの需

要の増加があった。職業教育をベースにしたコースやプログラムが，香港の教育機関，特

に後期中等教育機関で，修了書（Certificate）のレベルで続々登場するようになった。 

 1986 年に，ホスピタリティ産業の発展に伴って，その多様なセクターを反映するため，

Department of Hospitality Management（HM）に改組した。1992年に，プログラムの

内容や焦点をよりよく反映するため，学科名を Department of Hotel and Tourism 

Management（HTM）に改組した。さらに 2001年に，ツーリズム産業のグローバル展開，

特にアジア地域での急速な展開に伴って，School of Hotel and Tourism management

（SHTM）に改組し格上げされた。 
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1992年に，SHTMはWorld Tourism Organization（WTO）の一員となり，世界に 16

箇所しかない WTO 専門教育と訓練ネットワークセンターの一施設として指定された。ま

た，2000年に，ツーリズム教育，訓練とリサーチ品質水準の高さから，アジアの高等教育

機関としてはじめてWTOよりテッドクオル認定（TedQual Certification）1が授与された。

さらに，ツーリズム教育に関して権威ある学術誌－Journal of Hospitality and Tourism 

Researchのランキングによると，世界トップ 15のリサーチおよび学術研究機関の一つと

して評価されている。 

 

4.2.SHTMの教育システム 

アジア地域におけるすべての高等ツーリズム教育機関の中で，指導的位置にある SHTM

の教育システムはどのようなものであるのか，以下の視点から見てみよう。 

 

（１）講師陣 

 SHTM の講師陣は 17 カ国からの 47 人によって構成されている（2007 年 4 月時点）。

その内訳は教授が 4人，助教授が 18人，上級講師が 1人，講師が 11人，準講師や客員講

師などが 13人で，そのうち 21人は博士号（PhD）を持つ。 

また，教員を出身別に見てみると，ツーリズム関連産業出身者（43％），あるいは海外

名門大学（アメリカ，カナダ，中国本土，台湾，日本）のツーリズム専門家であった教員

が最も多く，全体の四分の三を占めている。外国籍の教員を含め，ほとんどの教員は 2カ

国あるいは 2地域またはそれ以上の国・地域で研究あるいは仕事をしたことがある。 

さらに，専門分野を見ると，表１に表示したように，彼らは幅広い学問分野に跨るツー

リズムの専門家である。とりわけ，ツーリズム・マーケティングおよびツーリズム関連産

業にかかわる分野の教員が占める割合が非常に多く，全体の半数以上（66％）を占めてい

る。 

一般に同じようなツーリズム教育機関が他分野からの寄せ集めである場合が多いのに対

                                                   

1 WTO.TedQual Certification System（WTOテッドクオル認可システム） 

WTOは，ツーリズム関係の教育訓練と調査の品質及び効率の向上に向けて，「ＷＴＯテッドクオル認可

システム」，すなわちツーリズムの教育，訓練，調査に対する品質保証システムを開発した。このシステ

ムの目的は，①ツーリズムの教育・訓練システムの品質基準を確立すること，②ツーリズム産業における

教育をよりスムーズに進めること，の 2 点である。2005 年２月の時点で，世界 18 カ国，31 大学・機

関，57プログラムが認定を受けている（国土交通省,2006）。 
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して，SHTM の講師陣は，真にツーリズムの専門家の集まりであるともいえる。そして，

これらの専門家は国際的な視野をもち，国際的にもトップレベルの知識の持ち主ともいえ

る。 

 

表１ 分野別の教員数 

専
門
分
野 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

観

光

産

業 

観

光

経

済 

人

的

資

源 

情

報

技

術 

都

市

観

光 

国

際

観

光 

言
語 

外
国
文
化 

為 観
光
客
の
消
費
行 

観

光

政

策 

余
暇 

レ
ジ
ャ
ー 

人
数 

16

人 

15

人 

６

人 

５

人 

５

人 

５

人 

３

人 

３ 
 

人 

３ 

人 

２

人 

２ 

人 

出所：SHTM公式サイトの教員リストから著者作成 

注：①それぞれの分野は次のようなものである。マーケティング分野：ツーリズム・マーケテ

ィング，観光地マーケティング，サービスまたはクオリティ，カスタマー関連分野。観光産業

分野：ホテル，旅行社，フード・料飲，航空業のマネジメントまたはオペレーション研究。情

報技術分野：情報システム，e－ビジネス，ツーリズム情報など。観光経済分野：観光の経済的，

社会的または文化的側面にかかわる研究。人的資源関連分野：リーダーシップ，人的資源マネ

ジメント，雇用・労務研究。国際観光分野：特に中国観光に関する研究。都市観光分野：イベ

ント・コンベンション・会議に関する研究，観光地イメージ研究など。 

 ②教員一人に一つの学問分野とは限らないため，分野別の教員数は教員全体数と一致しない。 

 

（２）学生 

 SHTMは，学生の外国語の習得およびグローバルな視野の習得のため，オーストラリア，

ヨーロッパ諸国，日本，韓国，中国本土，ニュージランド，ペルー，アメリカなどの国々

のツーリズム関連大学との間で交換留学生プログラムを実施している。また，中国本土と

海外の受験生を対象に強力なアピールを行うことによって優秀な人材の獲得を目指してい

る。そのほか，多様な形式で学生の国際交流の機会をできるだけ多く作り上げようとして

いる。 

 このように常に国際交流を念頭にしたツーリズム教育は，卒業生の進路先にも影響を及
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ぼしている。香港で就職した人はもちろん最も多いが，中国本土，アメリカなど海外のツ

ーリズム関連企業に勤めている人も少なくない。そして，各大学卒業生のクオリティにつ

いての業界評価ランキングで，SHTMは上位に位置する。 

 

（３）国際学術イベント 

 SHTMは，ツーリズム教育・研究をめぐる国際的なゼミナーやフォーラムを積極的に主

催している。表 2 は，2006 年から 2 年間に渡って香港理工大学（polyu）または SHTM

によって主催された主な学術イベントを列挙したものである。このような国際的な学術イ

ベントの主催によって，学内での国際的な研究の雰囲気の形成を促すことができるのみな

らず，常に世界トップの研究視野と研究結果のもとでツーリズム教育を行うことができる。 

表 2  2006-2007年に香港理工大学または SHTMによって主催された主な学術イベント 

年 主な学術イベント 

2006年５月 The 7th Biennial Conference on Tourism in Asia,“Tourism ,Hospitality & 

Foodservice Industry in Asia: Development ,Marketing & Sustainability 

９月 International Conference on Impact of Movies and Television on Tourism  

10月 Third PolyU China Tourism Forum 

11月 Third China Tourism Forum 

2007年 2月 Bio-Safety in Foodservice Seminar 

4月 China Hotel and Tourism Development Seminar 

5月 Uniform Systems of Accounts of Hotels seminar, 

China outbound Tourism workshop 

7月 Certified Hospitality Educator workshop,China Hotel Branding Forum 

10月 4th China Tourism Forum“Community－Based Tourism” 

出所：「Horizons SHTM Magazine」2006年と 2007年より作成 

 

（４）カリキュラムの革新 

 SHTMはツーリズム産業，人材市場の変化を洞察，分析し，これらのニーズをカリキュ

ラム内容に反映させるため，カリキュラムの向上を常に意識し改編してきた。 

  1979 年に，IMCS は 3 年制の組織管理プログラム（HD：Higher Diploma）と 2 年制
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のケータリング運営プログラム（Diploma）－香港におけるマネジメントレベルでの最初

のホテルプログラム－を展開した。HD プログラムは，フードおよび宿泊産業における学

生の職業能力の向上を目指した技術育成プログラムである。これには，宿泊運営，食品調

理，フードと料飲サービス，実務会計学などのコースを中心に，48週間のインターンシッ

プも含められている。 

80年代前半，ホテル産業の成長によって，訓練された従業員および管理者の需要が大幅

に増えた。変化した人材市場のニーズを満たすために，SHTMは既存 HDプログラムのカ

リキュラム内容の再編に取り組んだ。ホテル・オペレーションにかかわる，より多くの要

素がカリキュラムの中に反映されるようになった。また，学生のコミュニケーション能力

を向上させるために，コミュニケーション・スキルと言語の学習を，カリキュラムの中に

新たに組み込んだ。なお，英語はすでに SHTMの講義用共通言語となっている。 

1980 年代後半から，職業的スキル教育を中心にしてきた HD プログラムは，ツーリズ

ム現象のビジネスとしての性格を反映するために，一般的ビジネス原理や，マネジメント・

スキル・トレーニングに焦点を合わせた，ホテル・マネジメント，ケータリング・マネジ

メント，ツーリズム・マネジメントという三つのコースを展開するようになった。 

1988年に，高等教育レベルでの人材を育成するため，香港における最初の学部レベルで

のホスピタリティ・プログラム―ホスピタリティ・マネジメント（BA：Bachelor of Art）

が開設された。この 4年制のプログラムは，プロフェッショナルなコンセプト，基礎的ビ

ジネス原理，意思決定論などの知識伝授に焦点を当てるものであった。 

1991 年には，ツーリズム産業の急速な成長に伴って，SHTM は既存の BA プログラム

を再設計し，ツーリズム・マネジメント（BA）を開設した。その後，4年制のプログラム

を 3 年に圧縮し，4 年目の一年間を通して関連企業での仕事体験を行う実践を重んじるカ

リキュラムを編成するようになった。 

1993 年には，既存のホスピタリティマネジメント（BA）のコースが，ホテルとケータ

リングマネジメント（BA）に改編され，ホテル運営，フードサービス，ケータリング・オ

ペレーションを中心にしたカリキュラムが展開されるようになった。 

2000年に，ホテル・マネジメント，ケータリング・マネジメント，ツーリズム・マネジ

メントという三つのコースを含む BA プログラムが導入された。HD プログラムと異なっ

て，この新たな BA プログラムは，専攻するコースの諸科目を履修することはもちろん，

ホスピタリティやツーリズムに関連するビジネス知識の学習も要求し，また，他コースの
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諸科目の履修を可能にした。BA プログラムのこのような改編によって，学生がある特定

の分野の知識のみならず，ビジネスとしてのツーリズム現象についての知識や，ツーリズ

ム産業の多種多様なセクターに配慮した幅広い領域の知識を学習することができるように

なった。 

企業の人材需要に応じた人材教育だけでなく，ツーリズム産業の持続的な発展のために，

広く観光学の分野に精通した研究者を育成することも高等教育機関の目的である。したが

って，1991年，香港理工大学のもとで SHTMはツーリズム関連研究者育成を目的に，調

査研究をベースにした大学院レベルでのプログラム（PhD：Doctor of Philosophy と

Mphil：Master of Philosophy）が展開され始めた。また，ホスピタリティおよびツーリ

ズム関連企業で管理者として働いている社会人の理論知識を向上させたいというニーズに

応えるため，1994 年，SHTM は社会人向けのプログラム―（MSｃ：Master of Science

と PgD：Postgraduate Diploma）を定時制の形で開設した。ここでのカリキュラムはホ

テルやツーリズム関連セクターにおけるビジネス実務教育を中心にしたものであった。そ

の後，中国本土からの学生を吸引するために，SHTMは既存の社会人プログラムを改編し

た上で，一年制の全日制MSｃと PgDを導入した。 

2005 年，ホテル・ツーリズム・マネジメント・プログラムの最終学位を文学士（BA）

から理学士（BS: Bachelor of Science）へ転換し，応用科学としてのツーリズムの学問性

を明確に強調するようになった。 

上述したように，SHTMはイノベーションを念頭に，産業ニーズに合うカリキュラムの

革新を図っている。それは 25 人の業界プロフェッショナルを含めたカリキュラム編成委

員会の活躍があるからこそ可能である。 

 

（５）カリキュラムの内容 

現在2，SHTM が展開しているプログラムは学位レベルによって大きく 3 つのグループ

に分けられる。すなわち，準学士資格（HD）プログラム，学士学位プログラム，上級学

位プログラムの三つである。 

以下では，高等ツーリズム教育機関が最も力を入れている学部レベルでのカリキュラム

編成を詳しく見てみよう。 

学士学位プログラムは，ホテルまたはツーリズム・マネジメントコース（3 年制，政府

                                                   
2資料収集当時の 2006年のことを指す 
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補助金利用）とコンベンションを中心にしたホテルまたはツーリズム・マネジメントコー

ス（1 年半，自己資金運営）に分けられている。前者は実践的かつ専門的な教育に焦点を

合わせ，上級管理者の育成を目的にしたものである。カリキュラムの必修科目には，ホテ

ルとツーリズム産業のマーケティング，人的資源管理，ファイナンス・マネジメントと研

究方法などの 4科目がある。専門科目には，ツーリズム・マネジメント科目群（ツーリズ

ム理論と概念，ツーリズム・プランニングと発展，中国のホテル・ツーリズム・ビジネス

研究，ツーリズム比較研究），国際ホテル・マネジメント科目群（戦略的マネジメント，ク

オリティ・サービス・マネジメント，中国のホテル・ツーリズム・ビジネス研究，マルテ

ィユニティホテル・マネジメント），コンベンションとイベント・マネジメント科目群（ク

オリティ・サービス・マネジメント，会議と展示会マネジメント，コンベンション・ツー

リズム，コンベンションとイベント・マネジメントの特別課題）がある。選択科目群には，

専攻分野以外の専門科目に加えて，情報マネジメント，文化的ツーリズム，数量的方法論，

ホテルの国際管理と意思決定などの 17 科目がある。そして，後者は HD 卒業生の学力向

上，またはホテル/ツーリズムなどの関連産業における業務遂行能力を高めることを目的に，

ツーリズム経済や規制などの一般科目と，HRマネジメントや戦略/財務マネジメントなど

のオペレーション知識を中心にカリキュラムを展開している。 

これらのカリキュラムを見てみると，研究対象はホテル，ツーリズム，コンベンション・

イベント・会議（MICE）などの幅広い領域にまたがり，教育内容はマーケティング，フ

ァイナンス，マネジメント，ビジネス環境，オペレーションなどのビジネスとしてのツー

リズムに焦点を当てていることが分かる。 

 

（６）中国本土でのプログラム展開 

香港キャンパスでは，中国本土の学生を対象としたツーリズム関連プログラムを展開し

ているのみならず，SHTMは中国本土の大学と提携して，ツーリズム関連プログラムを展

開している。例えば，西安交通大学では，ホテルとケータリング・マネジメント（BA(Hons)）

プログラム，浙江大学，北京第二外国語大学ではホテルとツーリズム・マネジメント（MSc）

を展開している。また，広州，大連などの大学ともプログラム提携を行っている。これら

のプログラムは香港キャンパスのプログラム―仕事経験のない学生に仕事体験をさせなが

ら，専門知識・技能を伝授する－とは異なって，仕事経験をある程度積んだ人または当該

分野の就業者を対象としている。 
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（７）産学連携 

 SHTMは，産業ニーズの把握，学生の実務経験の蓄積，産業人材のトレーニングなどの

目的で，グローバル・ツーリズム企業とパートナー関係を築き，産学連携教育に取り込ん

でいる。具体的には次のようになっている。 

①実地体験プログラム 

SHTMのツーリズム教育の一つの特徴として，ツーリズム関連専門教育を重視すると同

時に，“仕事と統合された教育”（WIE：Work-integrated Education）を強調しているこ

とがある。HD プログラム（3 年制）に対しては，1 年目の一般専門教育を経て，第 2 学

年の 1年間を通じたツーリズム関連企業での仕事体験が要求されている。また，学部レベ

ルのプログラムに対しては，20週間（第 1学年末および第 2学年末）または 1年間（3年

間講義終了後の 4年目・通年）の実地体験が要求されている。その目的は，学生の一般能

力向上およびワークベース学習による理論知識の実践応用を実現することである。そして，

実地体験または仕事体験を行うための協力機関は，香港本土のみならず海外にも及んでお

り，宿泊，旅行，運送，フード・料飲，レジャーなどのさまざまなツーリズム関連企業・

グループにも広がっている。 

上述したように，ツーリズム関連企業との緊密な連携を保つだけではなく，教室で学習

した知識およびスキルを常に実践できるように，学内でトレーニング場として The 

Millennium Training Restaurantが開設された。そして，2008年度からの利用開始が見

込まれる研修センターとしての役割もかねたホテルの建設なども，SHTM の WIE ツーリ

ズム教育の一環として見ることができる。 

②“一日教授”プログラム（Professor For a Day）とWinter School 

 ツーリズム関連企業の実態をより理解するため，SHTMはツーリズム関連産業のプロフ

ェッショナルを招き，ある特定のテーマについて講演する“Professor For a Day”プログ

ラムを展開している。また，ホテルの上級マネージャーを対象に，彼らのスキルと戦略的

成長の向上を目的としたエリート経営幹部トレーニングプログラム―Winter School―を

香港ホテル協会と共同で主催している。これらのプログラムがツーリズム関連企業のプロ

フェッショナルとアカデミーの間で行われることによって，産学間の交流ができるように

なる。プロフェッショナルのマネ－ジャ－にとっては，理論的知識またはスキルの向上を

達成することができ，アカデミーにとってはツーリズム産業の動向をよりよく理解・把握

することができる。 
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④官学連携プログラム  

ツーリズム関連産業との連携を重視するのみならず，地域のツーリズム発展のために行

政・コミュニティとの連携も重視されている。表 3 は，近年の SHTM の主な官学連携の

プログラムを列挙したものである。表 3に示したように，立地地域の香港観光局との連携

はツーリズムと関連した多くの領域で行われている。そして，中国本土の多くの行政やコ

ミュニティのためにも調査・助言を行っている。それは，中国本土が香港のツーリズム・

ツーリズム教育にとってより大きく，より重要な地域市場となっており，SHTMが中国本

土のツーリズム研究を積極的にプログラムの中に導入しているからである。 

 

表 3 近年の主な官学連携プログラム 

 コンサルタント活動および研究 

中国本土 雲南省観光の持続可能性研究，黒龍江省観光の持続可能性研究 

上海新国際博覧センターの持続可能性研究 

安徽黄山地方観光局（HMTB）の観光産業標準化促進協定 

香港 香港観光局のツーリズム教育とリソース研究 

香港観光局の香港人観光客調査レビュー 

香港観光事務局のサービスクオリティ研究，クルーズ施設の経済的効果

分析，観光情報インフラ研究など 

海外 ベトナムの Phu Quoc島の観光研究 

出所：SHTMの公式サイトより作成 

 

4.3.SHTMグローバル教育の特徴と今後の課題 

SHTMのツーリズム教育の特徴をまとめてみると次のようになる。 

①ツーリズム産業のための教育とイノベーションの重視 

ツーリズムをビジネス現象として認識した場合には，ツーリズム教育のカリキュラムは

ビジネス知識によって解釈され，実務教育に焦点を当てる傾向がある。SHTMのカリキュ

ラムを見てみると，マーケティング，マネジメント，ファイナンス，オペレーション，ビ

ジネス環境などのビジネス知識に焦点が当てられており，仕事体験などの実務教育が非常

に強調されている。つまり，SHTM はツーリズムをなによりもビジネス現象として捉え，

そのカリキュラムを編成していることが分かる。 
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 このような教育的観点は，ツーリズム産業の代弁者であるプロフェッショナルのカリキ

ュラム・プランニング・プロセスへの参画から始まって，マネージャーとしてのキャリア

を育成するためアプリケーションまたはプロフェッショナル志向のプログラム展開にいた

るまでに現れている。そういう意味で，SHTMのツーリズム教育はツーリズム産業のため

の高等教育であると言うことができる。 

 そして，上述したように，ツーリズム産業の発展・成長にともなう新しい研究を促進す

る新たなプログラムやコースを開設し，業界の助言を受け入れ，カリキュラムのイノベー

ションも積極に図っている。 

②国際交流とネットワークの構築 

国際交流はグローバル教育のひとつの重要な構成部分である。そして，SHTMの教育シ

ステムを見てみると，学生と教員の国際交流，グローバル・ツーリズム関連企業と海外大

学とのパートナーシップ，国際会議やコンサルティングなどによるツーリズム研究国際ネ

ットワークの形成，留学生交換制度や外国語教育など多文化コミュニケーション能力の育

成などがこれにあたる。SHTMはドメスティックな範囲を超えて，文化の相互依存性に基

づきながら教育を展開している。 

③アジアのリーダーシップ 

アジア地域におけるツーリズムの急速な成長は高等ツーリズム教育に新たな波を引き起

こした。ヨーロッパ（実務志向のツーリズム教育）とアメリカ（マネジメントスキル志向

のツーリズム教育）のツーリズム教育と異なって，アジアのツーリズム教育はイノベーシ

ョンやサービスクオリティを重視している。アジアのツーリズム教育プログラムは世界の

ツーリズム教育を新たな方向に導く（Ado Lo,2005）。そして，このような教育システムの

先頭に立とうとする SHTM はツーリズム教育プログラムをアジア，特に中国本土へと展

開している。SHTMのツーリズム教育は，香港ツーリズム産業のための人材育成というよ

り，アジア地域のツーリズム産業のために人材を育成するプロセスである。 

④「グローバル・ツーリズム教育」としての今後の課題 

「グローバル・ツーリズム教育」の視角から見ると，SHTMの現在の教育システムには

多くの問題もある。 

たとえば，海外でもプログラムが展開されているが，SHTMのプログラムは従来から現

地にある既存の教育システムに適合しているかどうか，現地の文化，伝統，産業特性を十

分に反映できているかどうかなどが問題となる。SHTM のツーリズム教育プログラムは，
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香港のツーリズム産業の成長とともに築かれてきており，香港ツーリズム市場の特性を反

映している。すなわち，国際金融，貿易センターである香港のツーリズム産業はホテル，

料飲，コンベンション，ミーティング，イベントなど関連領域のマネージャーレベルの人

材育成に対して他分野より積極的な姿勢を示している。その結果，SHTMのツーリズム教

育プログラムの中でこれらの領域にかかわるカリキュラムが多く含まれることになる。し

かし，自然，歴史，文化などを主な観光資源と見なしている地域，特に中国本土では，SHTM

のカリキュラムは現地ツーリズム関連企業の人材ニーズに合うかどうかが問題となるだろ

う。すなわち，SHTMの教育システムは，香港の特性に適応しているといえるが，プログ

ラムを展開している地域の特性への適応という点では課題を残している。 

 

５．むすび 

 グローバリゼーションの進展および産業構造の転換（労働集約型産業から知識集約型産

業へ）に伴って，ホテル産業をふくむツーリズム産業はグローバル産業になりつつあり，

同時に人材育成がホテル産業の競争優位獲得の鍵要因となってきている。したがって，ツ

ーリズム教育，特に高等ツーリズム教育は，産業の国際競争力の獲得や持続的な発展のた

めに，それをグローバルな視野，科学的かつ専門的な知識・スキル，ゼネラルマネジメン

ト能力を有するプロフェッショナルな人材育成のため必要不可欠な手段となり，それは必

然的に「グローバル教育」となる。しかし，グローバリゼーションはすべてを画一化する

ものではなく，それにともない文化などの多様性もより強調されるようになっている。し

たがって，このようなグローバル産業のための「グローバル教育」も，単にカリキュラム

をグローバル・スタンダード化したものではなく，既存の教育制度や地域の特性または産

業ニーズや個人の知的発展の変化に適応した動態的なシステムでなければならない。 

このような視点から，本稿では香港理工大学 SHTM のツーリズム教育システムを考察

し分析した。SHTMのツーリズム教育は，グローバリゼーションの進展の中でホテル産業

またはツーリズム産業の競争環境の変化や個人の知的発展の需要に適応しながら，地域の

特性を生かした「グローバル教育」である。SHTMは，研究面でのグローバルなネットワ

ークを構築し，同時に香港の国際観光・貿易都市・金融センターとしての特性に適応して

いるだけでなく，中国本土との更に緊密となってきているリージョナルな関係をも重視し

ている。また産業や行政機関との相互的な関係も重視され，これらは「グローバル・ツー

リズム教育」をより具体化していくうえでのモデルとなるだろう。 
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ホテル産業の国際競争優位をもたらすためには，今まで多く議論されてきた企業戦略・

管理の面において優位性を形成するだけではなく，「グローバル・ツーリズム教育」もこの

ような競争優位の獲得に重要である。本稿は，アジアの高等ツーリズム教育機関（香港理

工大学 SHTM）のわずか一事例の分析を通じてではあったが，「グローバル・ツーリズム教

育」の実態をある程度明らかにすることができた。本稿が，何よりもツーリズムの教育方

法に関する試行錯誤を繰り返す，その他のアジアの高等教育機関に貢献できることを願い

たい。 
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